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代表取締役社長

中西  祐一 （写真 右から２番目）
取締役

原田  忠克  （写真 左から２番目）

1. 2023年2月1日 NR-Power Labが事業開始

日本ガイシ・リコーの共同出資により、電力に係るビジネス開発を目的と
した合弁会社「NR-Power Lab株式会社」（エヌアールパワーラボ）
が発足いたしました。



2021年11月12日 再エネトラッキングの実証事業（恵那市で実証）

2022年9月28日 基本合意書締結

2023年2月1日 NR-Power Lab株式会社 設立

日本ガイシとリコーのこれまでの経緯

2020年08月21日 リコーが再エネトラッキングのグループ内実証を発表
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2.会社概要
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社名

所在地

事業開始日

資本金・出資比

事業内容

従業員数

NR-Power Lab株式会社

2023年 2月1日

4,000万円 ・ 日本ガイシ 51%、リコー 49%

VPPサービスおよび電力デジタルサービスに係るビジネス開発

11名 （事業開始時） → 23名 (2024/8/1 現在)

新横浜オフィス 横浜市港北区新横浜3-18-5 アイズビル402号

本社 名古屋市千種区千種2-22-8 名古屋医工連携インキュベータ内



3.事業の概要
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VPPサービス
電力デジタル

サービス

モノ×デジタル×サービスの融合

ブロックチェーン技術等の

IoT/ネットワーク技術
全国地域密着の

販売･サービス網と顧客基盤
NAS®電池/ZNB+制御技術

蓄電池をはじめさまざまな
エネルギーリソースを統合制御
電力の需給バランスを調整

電力データを活用し
再エネ導入や省エネ/脱炭素に

資するサービス

再エネ普及に貢献し、持続可能な社会の実現
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≪ 融合の強み ⇒ リソース確保≫
日本ガイシ：NAS電池製造・販売

リコー：IoT,小売電気事業、顧客基盤と営業力



4.弊社が事業化を目指すサービス

リソース
所有者A

リソース
所有者B

リソース
所有者C

再ｴﾈ発電設備
大容量蓄電池

再ｴﾈ発電設備
負荷設備
蓄電池

再ｴﾈ発電設備
EV車

EV充電設備
大容量蓄電池

(エネルギーリソースの例)
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VPPサービス
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再エネ普及拡大「脱炭素」が普及のドライバー
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再エネ普及によって起こる事

■ 電力網の変化が継続的、加速度的に起こっている

出典：資源エネルギー庁ウェブサイト（https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/dr.html）

※ 赤線部分はNR-Power Lab (株）にて上記出典に追記

洋上風力

屋根・カーポート
太陽光発電

• 大規模再エネ電源

• 需要側の分散電源

• 「逆潮」増加

→ 電力網全体

の発電量が不安定に

メガソーラー

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/dr.html
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〇 電力は需要（使用量）と供給（発電量）が常に同量に調整されている

〇 現在は電気の使用量に対し主に火力発電所で発電量を調整している

〇 需要と供給のバランスが崩れると大規模停電などのリスクが高まる

電力はバランスが必要

※電気は、量だけでなく電圧や電流など管理・調整されている
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高まる調整電源の重要性

〇 再生可能エネルギー(再エネ）は天候など自然状況に左右され不安定である

〇 一方で再エネ拡大に伴い電力の調整機能を担う火力発電所は減少していく

〇 カーボンニュートラル実現には再エネを支える調整電源が非常に重要になる
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仮想発電所 VPP の仕組み

〇 再エネを支える調整電源 = 仮想発電所 VPP (バーチャルパワープラント)

〇 点在するエネルギーリソースをIoT制御し『調整力』を確保する

※ エネルギーリソース : 蓄電池、EV、空調、照明、生産設備など電力を利用するモノ全般
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特徴1. エネルギーリソースの多様性：多種多様なポートフォリオ(組合せ)に対応

特徴2. AI技術: 消費/発電量を予測しエネルギーリソースを最適制御し収益最大化

特徴3. 分散型ID: エネルギーリソースの信頼性担保とコスト低減を同時に達成

当社のVPPシステムの特徴
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当社が目指すVPPサービス

サービス1. エネルギーリソース制御で生みだした調整力を電力会社等に提供

サービス2. 開発したVPPシステムを他社にサービス(SaaS)として提供

再エネを支える調整電源を増やし、持続可能な社会の実現に貢献する。
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電力デジタルサービス

(エネルギーリソースのデータ活用サービス)
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エネルギー起因「脱炭素」: 幅広いデジタルによる提案可能

①省エネ②創エネ③蓄エネ の各フェーズで、脱炭素＝環境価値を創出

→ お客様に伴走し、VPPサービスご提供までシームレスなステップを踏める。

①省エネ②創エネ③蓄エネ を積上げ、
無理なくVPPサービスに移行 



ブロックチェーン技術の再生可能エネルギー分野への応用
～再エネの発電と使用状況を準リアルタイムに見える化～
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【再エネ普及への課題】
再エネは発電量が不安定で小売電気
事業者が安定調達しにくいうえ、再エ
ネの証明に費用がかかる
⇒ 再エネであることの証明をブロック
チェーン自体の証拠性で保証し、証明
プロセス自体を限りなく減らすことで再
エネをより安価に提供し、普及を進める

【再エネ普及への課題に対するリコーの技術開発】
再エネがどこで生まれ、どこで使われたのかを、第三者が検証可能な形(＝ブロックチェーン技術)で準リアルタイムに
見える化するシステムを開発。（恵那電力で実証）

【本システムを利用することのメリット】
第三者が検証可能な形で発電量や消費量が記録されることが証書の代わりのエビデンスとなり、計測や記録の現場の徹底的
なシステム化/デジタル化によって、そのエビデンスの生成コストを大幅に下げられる効果が期待できる。

引用：リコーWebサイト https://jp.ricoh.com/technology/tech/089_blockchain

再エネ“地産地消”のGreen価値をいかに認定するか？ の社会実装への第一歩



日本ガイシとリコーによる再エネトラッキングの実証事業
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引用：リコーWebサイト https://jp.ricoh.com/release/2021/1112_1

再エネの発電から消費、余剰発電の大容量蓄電池への充放電も含めた全てのプロセスのトラッ
キングを行う実証実験を地域新電力会社の恵那電力(岐阜県)にて実施中



大型蓄電池を設置した実証フィールドでの再エネトラッキングを実現
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実証実験のポイント：“蓄電池を絡めた”再エネトラッキング

蓄電池のGreen価値をいかに認定するか？ の社会実装 → 蓄電池“早期”普及の後押し



再エネの発電と使用状況の見える化ソリューションの発展
～IHIさまが実証に追加で参加～
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テストサービス開始。太陽光自家消費の環境価値をＪクレ化し恵那市様にお届け。
価値検証と並行して、IHIさまと他自治体や民間企業へ展開を企画検討中。

引用：リコーWebサイト https://jp.ricoh.com/release/2022/0920_1

＜提供価値＞

✓ 煩雑な作業や手続きに時間がかかる従来の環境価値生成とは異なり、リコーとIHIのデジタル技
術やIoT技術により、クレジット化までの手続きの効率化を図る

➡環境価値を最大限活用した、環境・経済の好循環スキームの確立を目指す

✓ 恵那市で発電され自家消費された再エネ電力をトラッキングし、CO2削減量として環境価値化
✓ この環境価値をIHIの環境価値管理プラットフォームにより、J-クレジット制度を通してクレジット化
✓ 市内の事業者や生産者に売却し、環境価値が付加されたカーボンオフセット商品の創出促進
✓ 恵那市の環境ブランド力向上や、市外から資金還流を原資とし、さらなる再エネ導入促進



【参考情報】 J-クレジットとは？
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Ｊ－クレジット制度について（経産省）
https://japancredit.go.jp/about/outline/

空調や照明入れ替え、EMS導入による電力削減（＝電力以外の脱炭素：SCOPE1）
や、再エネ導入（＝電力の脱炭素：SCOPE2）の効果を測定し、環境価値としてクレ
ジット化し、相対あるいは市場で売買出来る。

【メリット例】
① LED照明の導入、省エネ空調の導入、
EMSの導入、再エネ発電設備や蓄電池の導
入などの投資回収期間を短縮出来る。
② 脱炭素活動関連におけるステークホルダーの
支援／貢献が出来る。 （自治体であれば、
“地域”地元の企業や住民、企業であれば、関
連会社やサプライチェーンの上流下流企業等）

【注意】
ルール/形式上、自らの脱炭素活動(CO2換算
数値)の実績は譲渡により移転する事になる。
（ただし、例えば再エネ視点で言えば、再エネを導入/活用して、

地域、あるいは、地球上の再エネ電源アセット普及への貢献して

いる、という実績そのものが消失するわけではない。）

https://japancredit.go.jp/about/outline/


「パワード・バイ・アールイー認定委員会」 / Ricohが運営に参画
～企業向けに認定事業を提供中～
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参照：リコーWebサイト
https://jp.ricoh.com/release/2022/1213_1

NR-Power Labで開発するサービスとの連携を検討中

▪ 日立ら、設備ごとに再エネ利用100％を認定する委員会設
立--業界の整備目指すhttps://japan.zdnet.com/article/35197315/

＜「パワードバイアールイー認定」第１号認定案件＞
旭化成「Dinamica®」生産設備が、日立のPowered by REを活用し100%再生可能エネルギー由来電力の使
用に関する認定を取得 | 2022年度 | ニュース | 旭化成株式会社 (asahi-kasei.com)

→NR-Power Labも 展示会において、サービスの実証として、再エネ
100％出展の認定を４件取得

参照：NR-Power Lab Webサイト
https://www.nr-power-lab.jp/news/

テストサービス試用のご要望
お待ちしています！

https://jp.ricoh.com/release/2022/1213_1
https://japan.zdnet.com/article/35197315/
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2022/ze230331_2.html
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2022/ze230331_2.html
https://www.nr-power-lab.jp/news/


【参考情報】 再エネ利活用認定サービスのメリット
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「RE100」 or 「RE Action」 活動 を “補完”するソリューションとして、
・事業活動“全体”可視化＋再エネ導入拡大と並行し、『出来る事から一歩ずつ』
・事業やサービスの“現場”を手間なく実測し、必要充分な再エネ導入出来ているかを認定

【メリット・イメージ】
① 「脱炭素活動を対外的に示すのに何をどうしたらいいのかわからない。」という手探り状態から脱却できる。
② せっかくの再エネ導入実績を、対外的にPRする広報活動に活用出来る。
③ サプライチェーン下流の要請に応じて導入した再エネ活用実績を、目的のために“必要充分量を調達して
いる”という事を、第三者認定をベースに、サプライチェーンに対して客観的に提示が出来る。
④ 更なる脱炭素ソリューションや再エネ/蓄電池などの導入において、実績を客観的に示すことで、 投資／
融資／公的補助金、etc.に関する、ファイナンスのステークホルダーの支持／審査・稟議・申請の簡素化等
が期待出来る。

• 「取引先から再エネ導入を要求されたら、どうしたらいいのか？」( https://shizen-hatch.net/2022/03/16/adopt-

renewable-energy/ )

“・・・自社工場の屋根に太陽光発電設備を導入し、その電力を製造ラインで利用しています。具体的な計算式は
公表されていませんが、・・・社に出荷する製品分については、この電力でまかなっている”

→効果・実績の計測・算定方法については統一された基準がなく、サプライチェーンの個々の対応が手探りで行わ
れている状況。（ガイドラインとその第三者的認定が有用なのはもちろんだが、そもそも本業以外に、人モノ金が
使える企業“以外は”証明に手間がかかりすぎる。これでは、 ESG経営の実績を示して、蓄電池などへの更なる投資
を呼び込む正の循環が回らない。）

https://shizen-hatch.net/2022/03/16/adopt-renewable-energy/
https://shizen-hatch.net/2022/03/16/adopt-renewable-energy/


【参考情報】日立製作所は認定代行サービスを開始
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顧客事例①
旭化成「Dinamica®」生産設備が、日立のPowered by REを活用し100%再生可能エネルギー由来電力の使用に関する
認定を取得
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2022/ze230331_2.html

顧客事例②
日立データセンターのハウジングサービスにおいて、カーボンニュートラルな電力を割り当てるメニューを提供開始
https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/news/2024/info_2401_01.html

▪ 日立がオリジナルの、再エネ“需要
トラッキング”のコンセプトを提案 ～
認定代行サービスを開始
– https://www.powered-by-re.com/

NR-Power Labでもテストサービスの自社実証などしながら、サービス参入を検討中

https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2022/ze230331_2.html
https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/news/2024/info_2401_01.html
https://www.powered-by-re.com/


業界団体 Green×DigitalコンソーシアムでWGを立上げ
～環境価値を創出する活動の評価/検証/認定のガイドライン策定開始～
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これまでの成果／これからの成果をガイドラインの一部として提案していく活動を推進中

引用：Green×Digitalコンソーシアム 
2024年度事業計画(総会資料)

 https://www.gxdc.jp/pdf/sokai04.pdf

再エネ来歴データ
信頼性の検証手法 蓄電池による再エネ遺棄

回避のグリーン価値認定

環境クレジット用データ活用
の第三者検証者向け要件

再エネ利活用、CO2削減
実績の認定制度の公的な
お墨付き

DER(分散エネルギーリソース)の
データTrust の要件 <ex DIDs等>

https://www.gxdc.jp/pdf/sokai04.pdf
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実証フィールドと協創ユーザーの拡大

( VPPサービス ＆ データ活用/電力デジタルサービス )
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連携する全国の地域新電力

〇 地域新電力会社 16社と連携。電力地産地消と域内経済循環の促進を目指す。

〇 日本最大 地域新電力団体 ﾛｰｶﾙｸﾞｯﾄﾞ創成支援機構がｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとして参画。

〇 当社で開発を進めるVPPシステムと電力デジタルサービスの精緻化を目指す。
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地域新電力との連携の背景

〇 8月発表の共創各社と開発が深化/加速。実証ﾌｨｰﾙﾄﾞとﾕｰｻﾞｰ側の共創ﾊﾟｰﾄﾅｰが必要。

〇 地域新電力は地域密着型ｻｰﾋﾞｽに強み。電力市場の環境変化適応には技術力が制約。

〇 両者の強みを持ち寄り、技術開発と社会実装の両輪を同時に回す共創を開始する。
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リコー事業所での実証実験概要

〇 リコー事業所での実証を皮切りに、共創各社と開発の実証概要を徐々に公開。

2024.02.28

NR-Power Lab株式会社のリコー環境事業開発センターにおけるVPPサービス実証の概要を、

GX経営 Week 春 2024 にて公開 ～パートナー共創を加速～

https://www.nr-power-lab.jp/news/229/

2024.05.24

リコージャパンつくば事業所でのVPPサービスの実証実験について活動レポートを公表

https://www.nr-power-lab.jp/news/259/ SASSOR、YAMABISHI、リコージャパンとの共創成果 第一弾

実証準備中

https://www.nr-power-lab.jp/news/229/
https://www.nr-power-lab.jp/news/259/
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（参考）当社の実証事業サマリー[これまで]

VPP

（“リコージャパン需要家” プロジェクトの先行実施）

茨城県 つくば市 リコージャパン つくば事業所

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池（ YAMABISHI社製 ）

30[kW]
16.12[kWh]

経産省の実証事業にSASSOR社経由で参画
（最初の実証を予定より前倒し）

プロジェクト名

実施場所

蓄電池

設置機数/個所数

蓄電池容量

1 unit (1か所)

環境クレジット IHI社との“クレジット地産地消”実証

実施場所

Green認定代行 展示会等での実証（自社実践・出資元支援）

実施場所

恵那市、岩村醸造

Interop×2, 脱炭素EXPO×3, CEATEC 

遠隔相対供給
再エネ価値訴求

展示会等での実証（自社実践・出資元支援）

実施場所 CEATEC, 脱炭素EXPO×1 
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（参考）当社の実証事業サマリー[今後]

VPP

地産地消証明

StorageHub
リコー

環境事業C
リコージャパン

需要家
須賀川瓦斯(株)

需要家

岩手県 静岡県 関東4県 福島県

NAS電池
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

NAS電池 ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池 ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

3 unit (1か所) 4 unit (4か所) 5 unit (5か所)

500kW
1,600kWh

600kW
3,600kWh

最終調整中
35kW
90kWh

おきたま新電力・山形県長井市 かづのパワー・秋田県鹿角市

長井市立の小・中学校 8校 鹿角市役所、文化の杜交流館・コモッセ

11か所に16機 (計 1.1MW 5.3MWh)の蓄電池を分散設置

プロジェクト名

実施場所

蓄電池

設置機数/個所数

蓄電池容量

２自治体 10か所

設置先

実施場所

4 unit (1か所)

環境クレジット

（山陰：検討中） （東北：検討中）

IHI社との恵那市実証の事業開発検討～展開

実施場所

Green認定代行 展示会等での実証（自社実践・出資元支援）の事業開発～展開

実施場所

（関東：検討中）御殿場：調整中

（展示会水平展開、etc.：検討中）（関東：検討中）御殿場：調整中
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(参考) 実証先のご紹介～秋田県鹿角市・山形県長井市～

人口・世帯数

面積

脱炭素の取り組み

地域新電力会社

2.7万人 / 1.2万世帯

707平方キロメートル

2030年にゼロカーボンを目指す

(株)かづのパワー

2023年度 地産電気率 87%

人口・世帯数

面積

脱炭素の取り組み

地域新電力会社

2.5万人 / 1.0万世帯

214平方キロメートル

環境省 2024年5月に
重点対策加速化事業として選定

おきたま新電力(株)

周辺2市２町が賛同者で参画

※ 東京23区の面積 622平方メートル

秋田県鹿角市

山形県長井市
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大和エナジーインフラ社が資金支援、実証本格化

〇”本スキームの開発に向け大和エナジー・インフラは資金の一部を提供“(リリース本文抜粋)

また、実証の大きな目玉となるリコー御殿場事業所での実証の詳細記事を公開

2024.06.13

シェアリング機能付きハイブリッド蓄電所のビジネスモデル開発を開始

～蓄電機能のみを提供するアセットフリー型サービスを目指す～

https://www.nr-power-lab.jp/info/20240613/

https://www.nr-power-lab.jp/info/20240613/
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地域新電力でのデータ活用サービス実証開始

〇地産地消の進捗を示す一方、地産地消が未だ進んでいない課題も視覚化することで、

地域経済循環の促進のきっかけとなる行動変容を促す

2024.07.01

山形県長井市のおきたま新電力と、秋田県鹿角市のかづのパワーにおいて、 電力

デジタルサービスの実証を2024年7月1日より開始 ～パートナー共創を加速～

https://www.nr-power-lab.jp/news/278/

https://www.nr-power-lab.jp/news/278/
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8.弊社ホームページ
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https://nr-power-lab.jp/

随時更新中！

～ 引き続き、連携パートナー様との取り組み等も、広く発信してまいります ～

最新ニュース： https://www.nr-power-lab.jp/news/

インタビュー記事発信： https://www.nr-power-lab.jp/from-lab/

フォロー宜しくお願い致します！
公式X(旧Twitter)
https://x.com/nrpowerlab

https://nr-power-lab.jp/
https://www.nr-power-lab.jp/news/
https://www.nr-power-lab.jp/from-lab/
https://x.com/nrpowerlab
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【参考】スマートエネルギーWeek等に出展①

36

Interop Tokyo 2023 (f2ff.jp) (06/14～16 at 幕張メッセ)

1 【脱炭素・経済循環システム】恵那電力でのIHI様との実証を紹介

2 【Ｌｉｖｅ・デモ！】パワードバイアールイー認定展示にチャレンジ！

3  ≪参考出展≫【協業各社のＩｏＴゲートウェイ】デモで活用している

各社の産業用ＩｏＴゲートウェイや見える化ソリューション

※ 隣接の「リコー／ＰＦＵ」ブースからの参考出展・電力計測協力を実施

【秋展】スマートエネルギーWeek 2024 (wsew.jp) (09/13～15 at 幕張メッセ)

【関西展】スマートエネルギーWeek 2024 (wsew.jp) (11/15～17 at インテックス大阪)

● 仮想発電所（VPP）と電力デジタルサービス

１．VPP概要 （ 2023/8/9 プレスリリースより ）

２．再エネ流通記録プラットフォーム（実証）

３．脱炭素・経済循環システム（実証）

＋ブース電力計測（再エネ100％出展の実践） ※ 両開催、同内容

GX経営 Week 2024 春 (wsew.jp) (02/28～03/01 at 東京ビッグサイト)

● リコー環境事業開発センター での実証概要を公開

・・・, etc.

＜2023年度＞

https://f2ff.jp/2023/interop/exhibitor/show.php?id=1519&lang=ja
https://www.wsew.jp/autumn/ja-jp/search/2023/directory/exhibitor-details.nr-power%20lab%20%EF%BC%88%E6%A0%AA%EF%BC%89.org-4ecef1f1-d5d0-42c0-8468-a37389a354fe.html#/
https://www.wsew.jp/osaka/ja-jp/search/2023/directory/exhibitor-details.nr-power%20lab%20%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE.org-634cbfde-23f5-400f-b5fb-92f55362577d.html?wb=1,ed,ExhibitorDirectoryList#/
https://www.nr-power-lab.jp/info/20230809/
https://www.wsew.jp/spring/ja-jp/search/2024/directory/exhibitor-details.nr-power%20lab%20%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE.org-634cbfde-23f5-400f-b5fb-92f55362577d.html#/
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【参考】スマートエネルギーWeek等に出展②

37

Interop Tokyo 2024 (f2ff.jp) (06/12～14 at 幕張メッセ)

● 分散エネルギーリソースIoT関連ソリューション／サービス

①【技術紹介】DIDsによる分散エネルギーリソースの信頼性担保

②【事例紹介】リコージャパンつくば事業所、リコー御殿場事業所の実証実験

③【実運用事例：脱炭素・経済循環システム】IHI とのコラボ実証： 恵那市/恵那電力フィールドでの環境価値

創出・活用実証の進化をご紹介

④【Ｌｉｖｅ・デモ】パワードバイアールイー認定展示にチャレンジ：展示ブースで使う機器を全て再生可能

エネルギー由来の電力で稼働させています！

⑤≪参考出展≫

協力企業：ぷらっとホーム、Sassor、etc. 

業界団体：Green×Digitalコンソーシアム、パワードバイアールイー認定委員会、Trusted Computing Group、etc.

＜2024年度＞

https://f2ff.jp/2024/interop/exhibitor/show.php?id=2317&lang=ja
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【参考】対外発表資料・外部講演①

38

リコー経済社会研究所 季報 2024年03月

インタビュー対応再エネ電力普及のために... =蓄電池とデジタル技術を融合= 

→ お知らせ

リコー先端技術Webセミナー 2023年03月

『再エネ利活用や電力料金高騰の救世主となるか？蓄電池を活用したVPP ～日本ガイシとリコーによるジョイン

トベンチャー「NR-Power Lab」の取り組み～』

→ 動画アーカイブ

リコー先端技術Webセミナー 2020年09月 ( ※ 恵那市/恵那電力の実証の源流 )

ネットワーク＆セキュリティ技術応用開発のご紹介 ブロックチェーン技術応用の最新成果より

→ 動画アーカイブ 

勝手に電力2.0ー電力目線の開疎化 2020年10月対談 ( ※ 同内容のYouTuber対談 )

→ 動画アーカイブ

https://jp.ricoh.com/RISB/headline
https://blogs.ricoh.co.jp/RISB/technology/post_820.html
https://www.nr-power-lab.jp/news/156/
https://blogs.ricoh.co.jp/RISB/technology/post_820.html
https://event.ricoh.co.jp/public/seminar/view/24200#/
https://event.ricoh.co.jp/public/seminar/view/24200#/
https://www.youtube.com/watch?v=7Zx5mu4wQMA
https://blogs.ricoh.co.jp/RISB/technology/post_820.html
https://www.youtube.com/watch?v=x63J8OkBlPs
https://www.youtube.com/@j20364kt
https://www.youtube.com/watch?v=PwS1XQ6PqCo
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【参考】対外発表資料・外部講演②

39

French-Japanese workshop on blockchain technologies and applications to digital trust 

(11/14～15 at 慶應義塾大学 三田キャンパス )

Special session on blockchain Applications for Energy “Considerations about Data & Device Trust for Energy Resources” 

→ 発表資料

CEATEC 2023（シーテック）toward Society 5.0 公式サイト (10/17～20 at 幕張メッセ)

講演登壇 セラミックス×デジタル技術で叶える未来社会

電気情報通信学会／電気学会の共催研究会(10/19～20 at 福岡大学 )

情報ネットワーク研究会（IN）招待講演 多数の分散リソースの活用を目指すVPPシステム

→ 発表資料 (２講演の共通内容)

リコーテクニカルレポートNo.45（2023年03月）

ブロックチェーン技術の再生可能エネルギー分野への応用

Application of Blockchain Technology to the Renewable Energy Business

→ お知らせ

https://dal.sfc.keio.ac.jp/en/events/2023_10_23-fr-jp-ws/
https://www.wsew.jp/autumn/ja-jp/search/2023/directory/exhibitor-details.nr-power%20lab%20%EF%BC%88%E6%A0%AA%EF%BC%89.org-4ecef1f1-d5d0-42c0-8468-a37389a354fe.html#/
https://dal.sfc.keio.ac.jp/events/fr-jp-workshop/program.pdf
https://www.nr-power-lab.jp/news/215/
https://www.ceatec.com/ja/
https://www.ceatec.com/ja/conference/detail.html?id=2236
https://ken.ieice.org/ken/program/index.php?tgs_regid=b05e1f4e476ecdf49eca738dcf38b6dc3de2b31e96e279148ed3a1af9e26010b&tgid=IEICE-IN
https://ken.ieice.org/ken/paper/20231019GCxL/
https://www.nr-power-lab.jp/news/202/
https://jp.ricoh.com/technology/techreport/45
https://www.nr-power-lab.jp/news/158/
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【参考】対外発表資料・外部講演③

40

リコー ストーリーズ 2024.04.15

特別対談 日本ガイシとリコーが目指す再生可能エネルギー×VPPの未来とは？

→ お知らせ

実証 活動レポート #1 / 2024年05月

VPP実証 活動レポート in リコージャパンつくば事業所

→ 発表資料

https://jp.ricoh.com/news/stories
https://jp.ricoh.com/news/stories/articles/dialogue-nr-power-lab
https://www.nr-power-lab.jp/news/250/
https://www.nr-power-lab.jp/news/259/
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【参考】展示会ブースの 再エネ活用認定取得①

41

● パワードバイアールイー認定 2023年度

＜３号案件＞★

＜４号案件＞★★ （ 出展支援をいただいた共同出展社ブースの認定取得を代行 ）

２０２３年６月１４日(水)から６月１６日(金)にかけて開催された Interop Tokyo 2023 において、当社、及

び共同出展社の３日間の展示が100％再生可能エネルギー電力で実施された事が認定されました！ | 

NEWS | NR-Power Lab (nr-power-lab.jp)

＜５号案件＞ ★

２０２３年９月１３日(水)から９月１５日(金)にかけて開催された スマートエネルギーWeek 秋 2023 にお

いて、当社の３日間の展示が100％再生可能エネルギー電力で実施された事が認定されました。 | NEWS | 

NR-Power Lab (nr-power-lab.jp) 

＜６号案件＞ ★

2024年02月28日（水）から03月01日（金）にかけて開催された GX経営Week 春 2024 において、当社の３

日間の展示が100％再生可能エネルギー電力で実施された事が認定されました。 | NEWS | NR-Power Lab 

(nr-power-lab.jp)

★ 自社実践による認定取得サービス模擬
★★ 協力企業向けの認定取得支援サービス模擬
★★★ 他社様向け価値検証用のテストサービス

https://www.nr-power-lab.jp/news/186/
https://www.nr-power-lab.jp/news/186/
https://www.nr-power-lab.jp/news/186/
https://www.nr-power-lab.jp/news/213/
https://www.nr-power-lab.jp/news/213/
https://www.nr-power-lab.jp/news/213/
https://www.nr-power-lab.jp/news/253/
https://www.nr-power-lab.jp/news/253/
https://www.nr-power-lab.jp/news/253/
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【参考】展示会ブースの 再エネ活用認定取得②

42

● パワードバイアールイー認定 2024年度

＜７号案件＞★

2024年6月12日（水）から14日(金)にかけて開催された Interop Tokyo 2024 において、当社の３日間の展示

が100％再生可能エネルギー電力で実施された事が認定されました。 | NEWS | NR-Power Lab (nr-power-

lab.jp)

★ 自社実践による認定取得支援サービス模擬
★★ 協力企業向けの認定取得支援サービス模擬
★★★ 他社様向け価値検証用のテストサービス

https://www.nr-power-lab.jp/news/276/
https://www.nr-power-lab.jp/news/276/
https://www.nr-power-lab.jp/news/276/
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